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概   

要 

技術概要 

 伝統的竹小舞掻荒壁下地をパネル化した塗り壁材。木造住宅の内外壁に使用して耐震性を向上させる工法。 

技術の特徴 コスト 

・ パネル化のため従来の現場施工による荒壁より施工性に優れている。 サンプル構面 81,675 円/kN 

  設計見積り例 － 

公的機関による技術評価・性能証明 実験実施機関 

 機関名 （一財）日本建築総合試験所［倍率性能評価］  （一財）日本建築総合試験所、京都大学 

防災研究所、金沢工業大学 

 評価番号  国土交通大臣認定 ＦＲＭ-0101（貫仕様） 

ＦＲＭ-0102（受材仕様） 

その他 

 評価取得日 平成 17 年 5 月 12 日 難燃材料 

防火構造 

国土交通大臣認定 RM-0019 

国土交通大臣認定 

PC030BE-0923,0924 

仕   

様 

適用範囲 写真・図 

構法 木造在来軸組工法、伝統的構法  

 
規模 3 階建て以下 

基礎、地盤 特になし 

適用部位 内外壁 

その他 特になし 

 

主要構成部材の仕様 

 芯材：木小舞 すぎ製材（無等級材）同等以上 

主材：中塗土 京都産深草土 

    古紙 古新聞紙 

     土混和剤 セメント系硬化材 

耐震補強性能 

評価仕様：受け材仕様、貫仕様（両面張り） 

 壁基準耐力 壁基準剛性 

受け材

仕様 

2.8（5.6）kN/m 560（1120）kN/rad./m 

貫仕様 2.4（4.8）kN/m 445（890）kN/rad./m 

設計方法 

 ①柱接合部による低減 

 取付部分が健全であること 

 ②劣化による低減 

 取付部分が健全であること 

施工者指定 

 特に指定なし 

その他 

  

パネル図 

施工図 

パネル構成図 

受け材構法 
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